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成２１年度中央畜産技術研修会講座（実施計画）平

１ 研修場所：独立行政法人家畜改良センター中央畜産研修施設

〒 ‐ 福島県西白河郡西郷村大字小田倉字小田倉原１961 8511
℡ 0248‐25‐7060 Fax 0248‐25‐6755

（詳しくは、独立行政法人家畜改良センター畜産技術研修のＨＰをご覧下さい。

（ )）http://www.nlbc.go.jp/chikusan-kensyu/index.html

２ 受講対象者：都道府県・地方農政局（北海道農政事務所、内閣府沖縄総合事務局、国土交通省

北海道開発局含む ・市町村の畜産関係職員、独立行政法人家畜改良センター等。）

の職員及び畜産関係団体職員、その他所属機関の長が推薦する者。

・新任畜産技術職員 畜産職域に配属され原則として３年以内の者

・畜 産 行 政 当該関連分野（行政職域）に配属され原則５年以内の者

・畜産物のリスク管理 畜産職域に配属され原則として５年以内の者又は、当該関

連分野を担当する者

・畜 産 経 営 Ａ ・ Ｂ 畜産経営診断、畜産簿記に関心ある者

・飼 料 Ａ ・ Ｂ 当該分野に配属され原則として５年以内の者

・養 鶏 当該分野に配属され原則として５年以内の者

・畜 産 統 計 処 理 畜産関係データの収集・分析に携わっており、日常的に表

計算ソフトを利用している者

・畜 産 環 境 保 全 当該分野に配属され原則として５年以内の者

・養 豚 当該分野に配属され原則として５年以内の者

・管 理 者 管理者又は幹部候補者

・肉 用 牛 当該分野に配属され原則として５年以内の者

・自給飼料（ ・飼料用米・ｺﾝﾄﾗｸﾀｰ）Ａ・Ｂ 当該分野に配属され原則としてWBC
５年以内の者

・畜産新技術Ａ・Ｂ 当該技術分野に配属又は、業務経験のある者

・酪 農 当該分野に配属され原則として５年以内の者

・公 益 法 人 会 計 簿記の知識がある者、又は、公益法人経営に関心がある者

３ 研修内容

①総 合 研 修 会 ４講座：総合的・体系的な高度の畜産技術の普及を図る。

②専門技術研修会 ５講座：高度の個別的・専門的技術のレベルアップを図る。

③基礎技術研修会 ６講座：基礎的な知識・技術の体系的な付与を図る。

④時事問題研修会 １講座：畜産分野の緊急課題について周知を図る。
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研修会講座名 研 修 期 間 研 修 内 容部門 日

数

新 任 畜 産 技 術 職 員 5.25～ 5.28 新任畜産技術職員を対象とした畜産技術等に関する基礎講座③ 5
畜 産 行 政 6. 1～ 6. 3 畜産行政実務等に関する総合講座① 3

6.15～ 6.18 畜産物の安心・安全性に係わる総合講座① 畜 産 物 の リスク管理 4
畜産経営の会計システム、畜産経営診断に関する専門講座② 畜 産 経 営 Ａ ・ Ｂ 6.29～ 7. 3 5

料の生産・調整・給与及び食品残さ飼料化推進に関する専門講座② 飼 料 ・A B 7. 6～ 7. 9 4 飼

7.21～ 7.24 養鶏指導のための基礎講座③ 養 鶏 4
7.27～ 8. 6 統計処理の基礎及び専門講座① 畜 産 統 計 処 理 11

畜 産 環 境 保 全 8.24～ 8.27 畜産環境保全に関する専門講座② 4
養 豚 8.31～ 9. 2 養豚経営指導のための基礎講座③ 3
管 理 者 9.28～ 9.29 畜産行政効率化のための総合講座① 2

10. 5～10. 8 肉用牛の生産及び流通に関する基礎講座③ 肉 用 牛 4
ＷＣＳ等の生産推進、コントラクター利用の推進に関する専門講座② 自 給 飼 料 ・A B 10.13～10.16 4

10.27～10.30 畜産に関する新技術の総合講座① 畜 産 新 技 術 ・A B 5
11.24～11.27 酪農の生産及び流通に関する基礎講座③ 酪 農 5
1.12～ 1.14 公益法人を通した経営の見方に関する専門講座② 公 益 法 人 会 計 3

時 事 問 題 未 定 畜産分野の緊急課題に関する専門講座④ 未定

63１５ 講座 除時事問題（ ）

（注）研修会講座名欄のＡ・Ｂは、Ａ（前半 、Ｂ（後半）のみの受講が可能なことを示す。）


